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●パラナ州治安情報（連邦政府によるパラナ州国境警備強化措置） 

 

 ３月２１日付当地ガゼッタ・ド・ポーヴォ紙は，伯連邦政府によるパラナ州政府に

対する国境警備強化資金充当につき報じていますので，概要以下のとおりお知らせ致

します。 

 

１．今後，伯連邦政府は，国境警備強化のために計１億５千万レアルを投入する予定

である。同予算は，国境が存在する１１州に交付され，パラナ州には最高２千万レア

ルが手当される。右予算措置は，人身，麻薬，銃等の密売，マネーローンダリング，

汚職及び違法移民防止が主目的である。具体的には，国境専門警備（州道路警察，軍

警察，市民警察）の施設整備強化に充当される。 

 

２．パラグアイと国境をなすパラナ州内の市町村における１０万人当たりの殺人率は，

２０００年から２０１０年にかけ約２倍激増した。 

 

３．各州政府公安局は，上記予算確保のために，連邦政府に対し２０１４年までの目

標を含んだ州政府国境治安対策計画の提出を要する。 


